
ロシア文学を読む 
2023年 5月 2 日（火）～ 14：00-15：30 

講師： 安岡 治子 東京大学名誉教授 

 

ドストエフスキーやトルストイなど日本の作家にも多くの影響を与えてきたロシア文学

を 1度は手に取りながら、長くて複雑な内容に読了を諦めた方も多いと思います。 

この度、ロシア語・ロシア文化・文学研究者として東京大学教授を務めていらした安岡治子

先生に長編だけではなく短編も含めてロシア文学をじっくりと味わう講座を企画致しまし

た。19世紀のみならず 20世紀の作家も取り上げる予定です。 

 

5 月 2 日、5月 30 日、6月 20 日、7 月 18 日 

火曜日  14：00-15：30 

 

事前のお申込みは電話又は、ホーム・ページからお願い致します。受講日を選択してください。 

□5月 2日 □５月 30日 □６月 20日 □７月 18日  受講料：一回\1,000 学生無料 

オンライン受講を希望される方は真生会館ホームページからのお申し込みとなっています。 

真生会館 HP：https://www.catholic-shinseikaikan.or.jp 見逃し配信あり 

公益財団法人  真生会館 

〒160-0016 東京都新宿区信濃町 33-4 

TEL：03-3351-7121 FAX:03-3358-9700 

URL：https://www.catholic-shinseikaikan.or.jp/ 

E-MAIL：class@catholic-shinseikaikan.or.jp 

お名前：（ふりがな） 

 

住所： 

 

TEL: 

E-mail* 

 

1.アントン・チェーホフ 「ふさぎの虫」「ワーニカ」「おでこの白い犬」 

「恋愛について」 

2.ファジル・イスカンデル「エンドゥール人の謎」 

3.アンドレイ・プラトーノフ「ジャン」 

4.ヴェネディクト・エロフェーエフ「酔いどれ列車、モスクワ発ペトゥシキ行」 


